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あ
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追
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あ
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独
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千
五
十
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付
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で
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に
も
な
ら
の
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付
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あ
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こ
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に
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こ
と
が
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と
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，
云
え
切
れ
な
％

先
づ
わ
れ
く
は
立
候
補
を
志

す
諸
氏
に
此
の
間
題
に
対
す
右

態
度
識
見
を
求
め
た
い
。
，

下
手
に
こ
の
間
題
に
入
つ
た
ら

抜
き
差
し
な
ら
戯
泥
沼
に
は
ま

つ
で
し
ま
う
。
然
も
で
客
観
欣

勢
は
強
制
的
に
も
廃
置
分
合
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強
行
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な
い
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情
に
あ
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樹
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縣
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近
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町
村
合
併
促
進

準
備
協
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め
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れ
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制
度
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町
村
の
境
堺
の
変
更
は
関
係
市

町
村
の
申
請
に
基
き
都
道
府
縣

知
事
が
当
該
蔀
道
府
縣
の
議
会

の
議
決
を
経
て
こ
れ
を
定
め
内

．
r
総
理
大
臣
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け
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出
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ポ
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の
で
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れ
に
は
「
関
係
の
あ
る
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公
共
團
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の
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会
の
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で
あ
る
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な
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問
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ら
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戴
き
た
帖
こ
と
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
東
部
五
ケ
村
を
＝

プ
ロ
，
ッ
．
ク
と
し
た
行
政
及
盤
，
，

を
度
外
親
し
、
狭
い
部
落
根
憐

村
行
政
を
行
う
様
な
者
が
議
猛

を
得
た
と
し
肉
ら
村
自
体
の
恥

と
し
て
よ
り
寧
ろ
、
東
頸
東
部
、

の
不
幸
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ヤ

我
々
は
松
代
村
の
行
政
自
治
は
．

帥
ち
東
頸
東
部
の
行
政
で
の
り

自
治
で
あ
届
と
云
う
信
念
と
認
こ

識
と
プ
ラ
イ
ド
と
責
任
を
持
っ

て
村
行
政
に
挺
身
す
る
人
を
忘

そ
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
関
谷
山
童
）

松代討

磁
和
二
＋
五
年
鴎
勢
調
禦

男
女
別
年
令
各
才
別
人
口
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年
令
総
計
　
男
　
女

　
畢
　
，
夷
　
三
宅

　
翌
　
互
　
呂
・
天

，
至
　
穴
O
　
宅
葦

．
茜
　
杢
　
巽
　
美

．
蓋
　
六
。
　
量
釜

　
流
六
　
　
　
五
三
　
　
　
昌
五
　
　
昌
八

　
五
七
　
　
　
四
七
　
　
　
昌
七
　
　
　
嵩
O

．
果
　
炎
　
琶
一
夫

　
晃
　
垂
　
読
竜

　
六
〇
　
　
　
四
六
　
　
　
嗣
ま
　
　
　
一
五

　
窓
　
茜
　
愛
亮

　
杢
　
垂
　
昊
　
嵩
六

　
喚
灘
　
　
　
四
四
　
　
　
嵩
昌
　
　
嵩
昌

　
六
四
　
　
　
三
九
　
　
　
ヨ
晶
　
　
一
六

　
六
五
　
　

四
四
　
　
　
一
四
　
　
三
〇

　
六
六
　
突
　
曇
　
毛

　
六
七
、
　
　
『
四
冨
，
　
　
一
九
　
　
昌
四

六
八
　
窒
，
三
　
一
三

　
六
九
　
　
　
四
五
、
　
　
　
咽
八
　
　
　
昌
七

　
七
〇
　
翼
　
宍
　
6

　
七
一
　
　
　
昌
八
　
　
　
一
〇
　
　
一
八

　
七
嵩
　
　
　
三
三
　
　
　
一
五
　
　
一
八

．
七
三
　
三
一
、
　
六
温

茜
　
三
　
δ
　
＝

査
　
三
　
．
四
　
九

宍
．
三
，
五
毛

七
七
、
　
δ
　
　
　
δ
、

七
八
　
毛
　
　
六
　
二

究
　
　
六
　
　
四
　
嵩

八
O
　
　
　
　
一
六
　
　
　
　
四
　
　
，
一
昌

八
一
　
　
六
　
』
　
　
四

全
　
　
　
一
　
　
一

’
八
竃
　
　
　
　
六
　
　
　
　
三
　
　
　
三

八
四
　
　
三
　
　
　
　
三

八
五
　
弄
　
四
　
一

八
六
　
　
一
　
　
　
　
一

八
七
、
　
剛
　
一

八
八
　
　
昌
　
　
｝
　
一

八
九九
〇
　
　
一
　
　
一

九
剛

九
二

九
三計
茜
モ
美
罠
毫
姿

備
考

　
　
、
年
令
は
満
年
令



昭示026、車3月1・e聞

㌃
て
人
奨
々
の
分
野
を
盆

軟
覇
銑
潟
嚇
論
診
一

治
時
代
の
文
化
が
欧
州
文
明
を

－
・
㌧
り
入
れ
る
に
急
で
あ
つ
て
多

分
に
封
建
的
主
義
主
張
を
国
屠

に
盛
り
込
ん
だ
欠
陥
が
あ
づ
た

と
思
い
ま
ず
。
・
文
学
や
芸
能
を

商
く
評
債
し
た
爲
異
生
活
の
と

〃、

云
女
す
る
人
は
下
等
で
あ
る

か
の
如
ぐ
我
々
の
心
に
持
た
せ

た
の
で
な
い
で
し
よ
う
か
。

新
教
育
の
ね
ら
い
は
村
や
町
の

発
展
を
希
い
そ
の
課
題
解
決
の

能
力
を
持
た
せ
て
や
る
裏
に
あ

り
ま
す
が
今
の
日
本
人
に
最
も

彊
ぐ
考
え
ら
れ
る
事
は
生
活
力

機
”
会
に
つ
と
b
て
学
校
に
來
て

貰
い
、
子
供
の
將
來
に
つ
い
て

一
話
合
い
た
い
も
の
で
す
。
・
又
村

当
局
と
し
て
眞
創
に
こ
σ
事
を

研
究
し
施
設
予
算
等
に
つ
き
考

え
で
貰
い
た
い
も
の
で
ず
。

就
職
難
時
代
に
な
り
ま
し
た
、

女
子
の
奥
羽
工
場
、
．
入
善
工
場
，

の
如
く
東
頸
城
は
五
人
に
｝
人

の
競
孚
で
あ
り
学
校
で
も
頭
を

悩
し
て
居
り
ま
す
。
現
代
の
就

職
選
考
は
何
と
し
て
も
身
体
検

査
で
体
格
の
よ
い
事
が
必
要
で

あ
り
ま
す
、
が
松
代
付
の
子
供
は

他
町
村
に
比
較
し
て
悪
い
の
で

質
上
の
問
題
が
根
本
で
め
る
が

霧
君
ば
九
捗
り
ま
幕
．
素

獅
蝉
鱗
就
職
肌
呪
に
つ
ψ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
、
代
中
学
校
畏
、

　
　
を
持
つ
輿
践
力
の
あ
る
人
を
要

　
　
求
し
，
て
い
る
こ
と
、
で
あ
り
ま
す

　
　
我
か
、
．
学
徒
は
職
業
入
で
あ
ヅ
又

　
　
遠
か
ら
ず
凡
て
職
業
人
に
な
る

　
　
の
で
あ
呂
、
か
ら
環
擁
的
條
件
や

　
　
素
質
的
條
件
の
分
析
の
上
に
立

　
　
つ
て
夫
々
の
肚
会
分
担
を
す
る

　
，
能
力
を
身
に
っ
妙
る
首
之
こ
そ

　
　
学
．
識
こ
と
の
ね
ら
、
い
で
鶴
候
れ

　
　
ば
な
り
，
ま
せ
ん
。
　
い
　
む
，
、

　
　
就
職
指
導
上
松
代
村
に
ケ
い
で

　
　
考
え
る
こ
と
は
父
兄
が
眞
に
子

　
　
供
を
覧
何
に
し
よ
う
か
と
悩
ん
で

　
　
い
う
芝
は
子
を
持
つ
親
と
し

　
　
て
わ
か
り
ま
す
が
こ
れ
等
に
つ

　
　
い
て
学
校
と
の
協
力
が
不
足
し

　
　
て
い
ま
す
漕
P
T
A
そ
の
他
の

　
　
　
【
予
’
．
告
】
　
　
　
．

新舘民公代｛
松

爾」9略“■馴鴫』隔購q隔

松
代
入
景
募
集

　
〃
第
㎝
次
募
集
は
候
補

　
　
地
選
定
投
票
と
す
る
〃

舞
郷
土
愛
に
燃
、
凡
た
私
達
の
先
輩

3
噛
諸
氏
は
こ
の
村
の
発
展
と
振
興

ー
4
嚇
に
如
何
に
心
血
を
注
ざ
努
力
し

　
ち
第
備
て
来
た
事
か
。
私
蓮
は
今
、
進

　
鋳
の
先
輩
の
遺
し
て
い
づ
斐
…

　
　
麻
の
跡
を
辿
る
と
き
そ
の
調
密
．

a
∵
、
ゆ
、
研
究
努
力
か
私
達
に
ど
れ

‘
ビ
け
の
敏
訓
を
与
え
で
く
九
た

　
8
F
垂
¶
，
｛
F

事
か
。
眞
に
頭
の
下
る
思
い
が

（
、
、
る
．
、
郷
土
け
私
共
に
と
り
隈

し
い
揺
腔
選
の
地
で
あ
り
理
想
の

宿
る
母
休
で
も
あ
る
。
山
河
の

ハ
美
，
陣
9
島
は
睦
の
島
の
特
美

が
あ
ろ
う
。
こ
φ
美
，
し
さ
、
・
自

然
と
嬉
戯
し
た
幼
時
の
美
し
い

思
い
出
は
、
よ
じ
幾
山
河
を
隔

て
＼
も
忘
れ
よ
ラ
止
ぴ
て
忘
れ

得
冠
い
珠
玉
の
、
、
薩
で
め
ろ
う

　
　
　
　
　
　
ノ

私
建
は
朝
仁
ダ
に
唯
土
に
ま
み

れ
労
働
に
あ
ぐ
せ
ぐ
す
る
が
人

生
で
は
な
い
、
，
こ
》
に
大
き
な

夢
筈
紮
野
署
燃
急
く

息
吹
す
、
吊
に
，
、
昌
の
墨

振
興
を
考
え
ぬ
ば
な
ら
や
墨

一
）
．
い
ろ
ぐ
鶴
奪
輩

善
の
ろ
う
が
此
度
躬
～
次
と
し
、

婚
姻
す
る
場
合
特
に
他
町
村
人

の
場
合
体
格
の
よ
い
人
を
撰
ん

で
下
さ
い
。
又
学
校
そ
の
他
衛

生
施
設
等
も
こ
の
方
面
を
重
点

的
に
と
つ
あ
げ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
発
育
最
も
盛
ん
な
中
学
生

が
一
年
の
大
牛
，
屋
内
に
勉
強
や

休
操
を
し
て
い
届
φ
で
め
惹
が

屋
内
蓮
動
場
を
｝
■
日
も
早
く
参

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

最
早
や
論
外
で
あ
り
ま
す
。
・

学
校
で
は
卒
業
生
に
は
適
性
適

職
の
方
針
で
教
育
を
進
め
て
居

り
ま
す
o

◎
学
校
に
於
け
る
こ
の
方
面
の

　
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　ドい

　　　　〉　　曳1，f　　▽
会に十八の松針の縣
を中月月，こ代に振で
1填学三三中’の中．と　婁具1メ

催校Hに方学りを中
　　膳小完iも轍・も取学
　　業山成のでげ、点校
　　家課し敬東た的職
鰍献躍ぎ舅に業

　　オ斗才旨こ言1・』カ．，ご尾凌翁ミ

　研導と画グ・育庭
譲しを忙＿互科

▽
十
一
月
廿
七
跳
安
塚
職
業
安

』
定
所
卒
業
生
就
職
会
議
に
上

　
野
教
諭
出
席

▽
十
二
月
廿
H
安
定
所
よ
り
係

　
官
出
張
卒
業
生
P
望
A
就
職

　
懇
談
会

V
｝
月
廿
六
日
大
島
保
健
所
に

　
於
ρ
て
就
職
選
考
　
奥
羽
工

揚
入
善
工
場

▽
全
日
松
代
中
学
就
職
選
考
会

揚
（
東
部
）
錬
紡
四
日
市
工
場

東
京
工
場

〉
二
月
十
四
日
就
職
選
考
会
場

　
（
松
之
山
を
除
く
）
骨
清
紡
名

・
古
屋
・
富
山
工
揚
－
『

　
旦
束
紡
海
南
・
新
潟
工
揚

▽
二
月
＋
五
旧
串
学
選
考
禽
場

　
（
松
之
山
除
y
大
．
日
本
紡
関

　
原
．
高
田
工
場
、

▽
二
月
二
十
日
中
学
選
考
会
場

　
大
和
工
揚
　
幅
井
土
場

セ
ニ
月
廿
三
日

　
高
校
入
学
学
力
考
査
．

　
　
　
　
も

◎
就
職
希
望
戸
覧
表
（
万
現
在
）

▲
農
業
男
三
『
女
噺
。
六
▲
進
学

男
二
九
女
一
六
▲
紡
績
女
＝
二

▲
通
信
男
一
▲
運
輸
男
｝
▲
染

N
▲
合
計
】
二
〇
、
、
・
　
、
．

色
男
｝
女
一
▲
事
務
男
一
▲
看

護
婦
女
一
▲
縁
故
就
職
男
三
女

府
八
景
を
募
応
し
眞
の
村
を
知

｝
り
村
鑓
の
ゐ
、
“
・
タ
ー
と
し
て

の
廟
翼
に
莱
出
す
計
画
で
あ
る

H
揚
所
の
撫
定

　
松
代
村
全
村
区
域
内
と
す
る

口
投
粟
要
項
①
揚
所
明
認
②
簡

　
翠
な
設
明
と
特
徴
③
氏
名
明

　
記
（
字
名
も
併
記
）
　
，
、

臼
投
票
揚
所
（
三
月
中
に
発
表
）

㈱
第
一
次
投
票
期
聞

　
三
月
中
に
発
表

㈲
発
表
多
数
投
票
の
あ
る
都

度
グ
ラ
フ
式
に
よ
り
字
松
代

　
中
央
（
三
叉
路
）
に
掲
示
発
表

因
そ
の
他
　
投
票
用
紙
は
限
定

し
な
い
9
箪
二
次
投
票
は
弟

蕨
喉
瑠
驚
薮
縛
・
～

公
職
適
否
資
格
、

審
査
の
研
究
会

本
年
四
月
地
方
公
業
同
体
の
質

長
全
講
良
の
選
挙
が
予
定
さ
れ

，
、
、
い
る
が
そ
の
山
些
候
補
艦
出
に

　
幕
審
募
詰
果
確
認
馨
写

を
添
付
す
る
事
に
特
側
の
公
布

も
の
る
の
叫
、
之
が
詮
明
会
を
近

々
中
に
開
く
事
に
村
当
局
で
は

計
画
中
で
日
時
に
つ
い
て
は
近

く
通
知
す
る
が
立
候
補
関
係
者

は
勿
論
他
の
方
も
御
出
席
下
さ

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

（
註
）
廿
三
日
予
定
を
変
更
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

昭
和
十
九
年
四
月
二
日
よ
り

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
ま
で

就
学
見
童
の

　
　
　
　
届
出
は

い
よ
く
商
校
、
中
、
小
学
校
の

卒
業
も
間
近
に
迫
力
、
村
当
局

で
は
新
学
期
を
迎
え
る
に
当
り

本
年
度
の
新
入
学
児
童
並
進
学

生
に
対
し
て
剛
名
の
脱
洩
の
な

い
よ
う
整
備
に
万
全
を
期
す
べ

く
努
力
中
で
あ
り
ま
す
。
特
に

本
年
就
学
者
（
昭
瓢
十
九
年
四

旦
百
よ
軌
昭
和
廿
年
四
月
叫

日
迄
の
出
生
の
者
一
）
に
対
七
て

　
　
　
の

は
届
出
を
誤
り
ま
す
三
年
塾

学
延
期
と
か
い
ろ
く
の
事
情
、

で
本
人
の
將
来
に
於
て
不
幸
を

招
來
す
る
よ
シ
な
虞
が
あ
る
か

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
父
兄

の
方
は
実
子
で
あ
ろ
う
と
里
子

（
も
ら
い
子
）
で
め
ろ
う
と
背
ハ
任

上
是
非
一
名
の
洩
れ
の
な
い
よ

う
御
配
意
下
さ
い
。

絢
村
当
局
で
は
先
般
各
字
の
嘱

託
員
を
通
じ
て
調
査
厨
幽
を
依

頼
し
ま
し
た
が
そ
の
後
届
出
し

離
卿
蕩
鰹
鯉
箸
ま
｝

公
民
舘
三
月
講
座
』

｝
．
　
日
　
農
　
業
　
く
一
般
）
，

種
籾
の
消
毒
と
ボ
ル
ド
ー
液

ナ
　
う
　
ア
レ
　
び
む

ボ
　
マ
じ
ハ
つ
す
ン
レ
あ
れ

㌦
天
』
工
『
久
久
た
」

丈
夫
な
雷
稻
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

”
　
　
　
｝
般
教
養
（
婦
人
）
㎝

｝
妻
有
と
松
の
山
・

ハハ

｝
新
潟
よ
り
の
帰
途
十
田
町
へ
剛

『
泊
し
甲
、
高
田
町
の
理
髪
へ
寄
つ

ぞ
。
塚
は
こ
の
あ
い
だ
開
業
し

ハ
ド
ぴ
ド㎜
た
ば
づ
か
り
で
道
具
も
少
く
設

マ
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

総
騰
饗
詩

え
旱
日
町
か
終
磐

．
道
を
歩
い
て
来
た
ん
か
の
、
松
，

之
山
は
轍
度
も
行
つ
た
こ
と
は

ね
い
が
雪
は
沢
山
だ
べ
ー
い
、
や

俺
は
松
之
山
で
な
い
松
代
だ
－

同
じ
だ
べ
！
妻
有
の
人
は
俺
方

か
、
み
ん
な
松
之
山
と
い
う
が
今

は
違
う
ー
妻
有
て
な
ん
だ
の
、

五
旧
各
代
表
に
物
を
訊
く
会

鋤
齢
縮
鱗
繧
．
。
塗
◎ ｝そう

云
、
兄
ば
こ
の
辺
を
姿
有
耶

老
い
う
人
が
あ
る
が
そ
れ
か
の

．
箏
凌
妻
有
余
丸
出
％
で
あ
る
。

若
い
女
理
髪
師
は
す
つ
か
り
気

に
入
っ
t
。
そ
れ
は
兎
も
殉
松

・
代
と
松
之
，
山
と
の
十
日
町
に
対

矛
繁
的
に
羅
的
に
商
取

　
　
　
　
，
引
に
そ
の
、
他
の
問
題

　
　
　
　
に
異
な
る
点
を
知
ら

　
　
　
　
ね
ぱ
な
ら
ん
ー
、
岡
概

　
　
　
』
に
松
之
山
と
通
称
す

　
　
，
灘
．
る
は
誠
に
心
許
な
い

　
　
　
　
そ
め
昔
松
之
山
郷
十

輔
、
大
区
小
三
区
松
代
と
呼
ん
だ

当
時
そ
の
儘
で
あ
る
。
㌧
妻
有
に

も
十
日
町
近
郷
と
妻
南
と
が
あ

る
。
寿
互
が
隣
近
所
を
知
ら
ん

と
こ
ろ
よ
り
過
誤
が
起
る
も
分

と
忌
わ
れ
る
。
燈
台
下
嚇
し
で

は
済
ま
さ
れ
ま
い
ー

距
1
β
」
鞭
晦
6
　

　
も
塗
、

　
他
剛
，
科
目
㌧
（
研
究
中
）

〃
　
，
，
－
肚
会
間
題
（
嬬
人
）

　
題
未
定
＝
市
川
牧
人
氏
，
”

廿
日
各
代
表
に
物
を
訊
く
会

，
公
選
に
よ
る
者
、
村
長
、
農
協

　
組
合
長
、
村
議
、
農
地
、
農
調
、

　
農
業
改
良
委
員
等

廿
五
日
　
一
般
と
婦
人

　
次
期
の
選
挙
に
つ
い
て

冊
日
農
業
（
一
般
）

．
桝
難
．
㎜
評
会
葬
の
休
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
閉
講
式

※
第
二
回
養
幽
蚕
の
飼
育
改
善
懇

　
談
会
　
先
月
十
四
日
第
鴨
回

を
開
会
し
ま
し
た
が
笹
面
と
，
．

し
て
三
月
卑
旬
頃
郡
地
方
寮
務

　
（
本
村
の
各
官
庁
会
肚
纂
業

　
所
の
各
長
又
は
主
任
）

十
日
農
業
（
一
剛
般
）

，
育
雛
の
指
導
．

　
　
松
之
山
一
相
沢
長
男
氏

十
五
月
〕
農
業
．
（
一
輔
般
）

品
評
会
出
品
作
品
栽
培
に
づ

、
　
、

｛所
の
山
内
技
師
殿
を
招
膀
し
て

い
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

、
開
催
の
予
定

、
右
講
座
の
日
程
の
変
更
、
又

は
蒔
刻
、
・
会
揚
等
は
そ
の
都

度
回
箆
板
又
欲
立
看
板
を
以

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
G

鍔欝

ib
㎜
み
　

ち
、
、
お
び
譜
罷
％
源
μ
繋
㍑

村
に
は
塵
捨
場
が
な
い
。

ら
個
人
々
、
々
で
大
掃
除
を
や
つ

て
も
出
て
架
た
ゴ
ミ
や
危
瞼
物

の
捨
揚
が
な
い
の
で
結
局
村
内

の
．
ど
こ
か
，
仁
捨
て
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
ノ

わ
け
だ
が
こ
れ
で
は
汚
物
の
床

返
り
で
は
な
か
ろ
う
か
。

少
く
と
も
松
代
本
村
だ
け
で
も

部
落
と
し
て
塵
捨
揚
を
是
非
設

置
し
焼
却
及
埋
没
す
る
様
に
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
鳳
う
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
」

葵
ぞ
ら
染
い
藻
隻

否
ん
な
が
あ
谷
な
澤
吐

～

大
掃
除
や
駆
鼠
が
今
度
法
を
以

て
取
り
締
ら
れ
な
い
の
だ
そ
う

だ
。
ど
う
り
で
昨
年
は
大
掃
除

が
済
ん
だ
か
ど
う
か
総
代
立
会

の
警
察
の
槍
査
が
な
か
ρ
た
檬

だ
9
こ
れ
等
は
文
化
国
家
と
し

て
・
の
各
自
の
責
任
で
行
わ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
ε
に
な
つ
た
の

ガ
走
思
う
が
ど
う
も
そ
の
筋
か

ら
の
取
締
が
な
い
と
途
い
い
気

に
な
り
が
ち
だ
。
ど
う
だ
ろ
う
。

過
途
的
な
措
置
と
し
て
村
な
り

区
な
り
で
自
治
的
に
こ
れ
等
を

実
施
す
悉
申
合
せ
は
出
来
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
。
．

今
迄
も
そ
う
だ
つ
た
が
、
二
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く

『
わ
れ
且
．
．
、
自
分
の
家
の
そ
ば
に

こ
の
汚
物
を
捨
て
ら
れ
τ
い
る

人
達
の
身
も
思
つ
て
や
る
べ
き

ま
思
う
レ
．
第
一
衛
生
的
に
も

対
を
美
化
“
“
る
点
か
巧
も
長
非

必
要
な
毅
備
需
る
と
思
う
。

．
手
し
て
、
こ
う
㌢
大
事
な

事
が
あ
、
、
“
り
六
ッ
と
し
な
い
地

味
な
事
だ
け
に
忘
れ
ら
れ
が
ち

で
知
つ
て
い
た
と
し
で
も
後
廻

も
に
塗
り
勝
ち
だ
ゆ
、
文
化
的
な

こ
と
は
何
も
そ
ん
な
に
大
袈
裟

な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
ー
そ

れ
よ
う
も
つ
と
／
、
身
近
な
所

に
然
適
小
さ
な
文
化
的
な
仕
事

が
沢
山
繭
”
が
つ
て
い
る
。

こ
れ
等
の
塵
は
闇
に
見
え
る
か

ら
処
置
す
る
に
は
そ
の
気
に
な

れ
ば
い
鋲
へ
ゑ
簡
輩
に
か
た
づ
く

こ
と
だ
。
所
が
こ
こ
に
目
に
見

え
な
い
『
ゴ
ミ
』
が
あ
る
。
こ
れ

は
至
く
以
て
危
瞼
干
万
な
物
だ

「
多
、
ん
な
物
が
め
る
万
」
ど
問
わ

れ
渇
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い

が
壱
こ
ろ
が
正
眞
証
明
で
あ
惹

　
　
そ
れ
は

心
の
塵
だ
”
㌘
こ
い
つ
と
來
た

ら
目
に
見
陵
な
い
が
祉
会
を
毒

み
ナ
る
こ
と
は
、
前
の
ゴ
ミ
以
上
だ

わ
れ
わ
れ
ば
日
常
こ
の
ゴ
ミ
を

沸
う
様
に
努
め
て
い
る
が
鵜
か

な
か
沸
い
き
れ
な
い
び
．

こ
の
塵
の
沸
い
方
は
前
の
そ
れ

と
は
違
つ
て
そ
0
人
ノ
＼
に
よ

つ
て
…
梯
い
方
が
黒
ハ
濁
占
伽
で
実
に

や
や
二
し
い
。
或
る
人
建
本

の
晩
酌
で
、
或
る
人
は
読
欝
で

父
或
瀞
人
は
芝
居
演
劇
映
画
に

よ
つ
て
、
或
る
人
は
囲
恭
將
棋

麻
雀
や
賭
博
豪
酒
女
等
女
…
…

に
よ
つ
て
梯
お
う
と
す
る
所
に

複
雑
ン
e
が
あ
り
そ
れ
等
の
手
段

方
法
の
如
何
に
よ
ヶ
色
々
異
ハ
つ

た
枇
会
作
用
を
起
す
の
で
あ
る

機
械
杜
会
が
進
む
に
つ
れ
で
、

云
い
か
え
れ
ば
交
∵
化
が
進
む
に

つ
れ
て
こ
の
心
の
塵
捨
場
を
風

潮
が
多
く
な
っ
．
壁
し
來
る
。

人
間
は
如
何
に
複
難
な
耽
会
に

れ
て
し
、
．
“
．
「
・
。
精
密
機
械
と
い

ヒ
　
　
、
す
ぐ
環
境
に
順

生
も
う
と
も

っ
わ
り
つ
い
た
垢
や
ギ
ミ
を
感

じ
塵
捨
揚
を
さ
が
す
様
に
な
る
・

都
会
で
は
こ
れ
ら
ゴ
ミ
捨
場
を

大
衆
的
な
施
設
と
し
て
肚
会
纂

業
と
し
て
の
む
の
適
あ
る
が
営

業
的
k
こ
れ
が
営
ま
れ
て
い
る

も
の
が
多
い
。

　
酒
は
涙
か
一
溜
息
か
■

　
心
の
ウ
サ
の
捨
て
所

劇
勝
、
寄
権
ず
簿
こ
れ
に

属
｛
，
る
と
云
え
よ
う
。

松
代
に
唱
機
械
肚
会
人
種
附
な

者
が
だ
ん
！
へ
多
く
な
つ
て
来

図
書
舘
の
整
備
拡
充
や
健
全
娯

樂
的
な
ゴ
実
捨
場
も
必
要
を
感

す
る
檬
に
な
つ
た
。

　
で
は
こ
れ
等
の
ゴ
ミ
は
ど
ご

に
発
す
る
の
で
あ
ヶ
う
か
前
の

．
翻
ミ
汚
物
は
入
聞
が
生
命
を
営

む
生
活
手
段
の
残
さ
い
だ
が
心

の
、
蟹
、
ζ
は
自
我
の
’
気
持
仁
発
し

大
別
し
て
孤
独
と
優
越
感
の
上

に
積
り
た
が
る
の
で
は
な
か
ろ

ケ
か
。
、
勿
論
耽
会
悪
や
経
済
等

も
関
与
す
る
で
あ
ろ
ケ
か
。
そ

れ
よ
り
生
活
環
墳
に
順
れ
る
と

翼
に
孤
独
か
優
越
を
感
じ
こ
れ

に
あ
る
穣
の
、
情
熱
が
加
わ
っ
て

男
、
色
、
．
G
、
さ
り
歩
く
こ
れ
に
配
ず

．
⇔
ユ
リ
ー
連
の
ア
ブ
レ
組
。

孤
一
独
か
ら
孤
”
独
へ
塵
捨
…
場
を
求
↓

め
る
五
百
助
、
飲
み
食
い
且
之

観
且
爺
き
ド
ラ
イ
ご
し
こ

バ
ク
オ
b
砺
た
が
結
局
こ
れ
笠

事
あ
途
族
蔵
拠

を
見
極
め
亭
、
　
一
辞
優
越
感
鉱

ゴ
ミ
と
な
る
。
そ
の
ゴ
ミ
佛
び

む
大
別
し
て
内
攻
的
な
も
の
ど

外
攻
的
な
も
の
が
あ
軌
内
攻
的

な
即
は
｝
寸
し
た
気
分
韓
換
で

さ
ヨ挑
、
え
る
が
ア
と
“
が
昂
じ
て
外
攻

的
に
な
ゆ
所
き
珍
わ
す
こ
の
ゴ

、
．
、
を
ま
き
，
す
で
る
様
に
な
る
と

大
変
な
こ
と
蕪
竃
新
聞
の
三

面
記
事
物
に
な
っ
た
傷
家
庭
孚

識
．
の
原
因
に
な
つ
た
サ
す
る
，

最
近
欝
に
有
名
と
な
つ
一
た
嘗
肝

学
校
が
こ
れ
を
誘
く
欝
き
碧

し
て
い
る
。

孤
独
な
ア
バ
ン
組
の
老
人
蓮
中

が
五
笑
会
の
ナ
ケ
テ
卸
ヤ
の
裡

に
心
の
塵
を
浮
化
し
よ
，
う
と
し

小
説
の
主
人
公
の
駒
子
は
倭
越

に
佛
を
、
、
茎
遙
い
斐

　
ン
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

感
の
上
に
積
ρ
た
壊
を
外
攻
的

っ
も
取
り
組
ん
で
し
る
職
工
惹

し
も
面
倒
臭
い
理
屈
や
計
数
を

こ
ね
廻
し
て
い
る
学
者
む
す
ぐ

幾
撮
れ
て
”
も
H
常
書

■
シ
」
メ
リ
m
q
4
晒
へ
㍗
‘
o
∂
－
こ
レ
．
♪
♪
ズ
㌦
、
　
．
一
ー

れ
籍
局
彼
等
の
足
下
に
塵
捌

揚
の
専
た
こ
と
を
識
る
ヂ

　
要
す
乃
に
目
に
見
え
る
塵
捨

蝪
適
、
目
に
見
え
な
い
塵
捨
揚

も
共
に
家
庭
に
『
ヴ
と
肚
会
と

し
て
一
づ
．
用
意
す
る
必
要
が
あ

り
寂
か
ら
出
る
．
識
ミ
判
身
か
ら

出
乃
サ
ピ
適
共
に
早
く
取
り
去

る
必
要
が
あ
る
と
云
う
こ
と
が

出
来
る
と
思
う
。

所
で
此
処
に
｝
ρ
ご
み
す
て
の

方
法
を
提
案
し
た
い
と
思
う
。

そ
れ
は
先
づ
ご
み
す
て
揚
を
設

け
て
一
ヶ
月
の
中
に
周
日
を
ご
．

み
す
て
日
と
す
る
。
・
こ
の
旧
は

青
年
■
会
も
協
力
す
る
檬
に
じ
て

は
漣
。
〕
．
・
・
そ
し
て
」
年
の
中
一
番

仁
「
ぐ

盲
点
や
人
則
生
活
に
於
り
今

か
が
あ
る
事
を
わ
れ
く
け

れ
て
は
い
な
幻
κ
ろ
う
か
、
い

壱
あ
紮
国
に
例
の
な
い
蝋

で
み
祭
り
の
だ
汀
事
が
生
れ
る
一
と

し
た
ぢ
思
つ
た
だ
け
で
喩
快
で

は
な
．
い
か
。
鵡
し
、
御
老
人
蓮

に
心
も
造
な
い
誉
田
心
わ
れ
一
獄
｝

点
が
あ
つ
た
と
す
れ
ば
，
絶
対
鞠

藷
び
3
、
シ
赫
様
と
む

る
こ
と
も
藥
奪
卸
な
」

饗
精
鷲
清
ら
け
く
安
」

鋤
鱗
鷲
螺
趣

3
｝
　
」
　
－
・
　
）
　
1
　
　
　
　
　
　
』
3
ぐ
　
胤

λ
イ
．
・
ツ
、
）
剃
々
と
て
袈
よ

こ
」
．
す
れ
、
よ
で
」
や
怒
与
こ
セ

都
合
の
よ
い
頃
を
㎜
選
定
し
て
、

コ
ゾ
ツ
テ
大
掃
除
を
し
て
「
ご

み
祭
り
」
を
す
る
。
そ
れ
は
各

家
庭
か
ら
出
た
む
ん
券
を
俵
や

そ
の
他
に
つ
め
て
化
粧
し
、
こ
“

れ
を
グ
シ
κ
仕
立
て
、
定
め
ら
』

し
“
言
ゼ
r
』
　
　
　
　
　
　
　
嚇
．

牙
た
髪
珂
詣
村
中
を
ね
り
廻
島

最
後
に
こ
れ
を
積
み
重
ね
焼
帰
～

叉
は
婁
波
し
て
祭
り
を
絡
る
．
．
、
…
・

こ
の
他
こ
の
汁
は
村
漆
げ
で
り
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

ソ
ク
レ
！
蔓
ン
を
催
し
、
溜

に
見
え
ゑ
み
と
共
に
目
に
抗

え
な
い
ご
み
も
一
締
…
に
拡

と
云
う
両
者
を
矯
障
．
．
．

專
と
し
て
は
ど
う
だ
ヴ
？

向
見
馬
鹿
－
（
ー
し
い
搬
だ
が
喉
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

タ
ソ
労
！
＼
し
い
所
に
枇
会
h
鳳


